
長期研修員 三宅 浩樹

（概要版）

生徒理解を支援するための情報共有の工夫
－生徒の活動・観察記録をデータベース化した「ＭＹレコード」の作成と活用を通して－

中学校は教科担任制のため、自分が受け持っている授業以外の生徒の様子は把握しにくい。学級担
任は担当教科によっては、自分のクラスの生徒とほとんど顔を合わせない日もある。生徒に関する情
報を共有するために、多くの職員が予定を合わせて頻繁に情報交換の場を設定するのが難しい。

そこで、先行研究で職員間の情報共有に有効であると示されているグループウェアの活用に着目し
た。日々の生徒の活動・観察記録をグループウェアを活用してデータベース化し、複数の職員による
生徒の観察情報や指導記録を共有できるようにすれば、職員が多面的な視点で生徒に関する情報の収
集ができ、生徒理解を支援するための情報共有を推進することができると考えた。

Ⅰ 主題設定の理由

中学校における生徒の活動・観察記録をデータベース化した「ＭＹレコード」を作成し、その有効
活用のための校内支援体制を整備すれば、生徒理解を支援するための情報共有を推進することができ
ることを明らかにする。

Ⅱ 研究のねらい

グループウェアとは
LANを経由して情報共有やコミュニケーションの効率化をは
かり、グループによる協調作業を支援するソフトウェアである。
本研究は、国立情報学研究所が研究・開発したグループ
ウェア機能を持つNetCommons(ﾈｯﾄｺﾓﾝｽﾞ)という無償のソフト
ウェアを活用する。

NetCommons(ﾈｯﾄｺﾓﾝｽﾞ)の特徴
・電子メールの送受信程度の操作技能があれば簡単に
利用できる。
・ユーザ名、パスワードによるセキュリティが確保できる。
・機能が豊富で、用途によって機能を選択できる。

Ⅲ 研究構想図
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Ⅳ 「ＭＹレコード」の概要 ※ ユーザ名とパスワードを入力してログインすると、
このような画面が開く。「職員室」というルームである。
新着情報が確認できる。

※ この「メニュー」のリンクをクリックする
と、ルームやページ間を移動できる。
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※ メニューの「１学年」「２学年」「３
学年」「４組」をクリックすると、「活
動記録」「観察記録」が入った「個
人シート」の画面が表示される。

※ メニューの「生徒指導関係」を
クリックすると、「生徒指導観察
記録」が入った「生徒指導関係
シート」の画面が表示される。

「活動記録」は、
各項目で検索で
きる。

「観察記録」は、
主に生徒のよい
ところを書き込む。

「生徒指導関係キャビネット」は、
生徒指導委員会の資料や会議録
を、PDFファイルとして保存する。

「生徒指導日誌」は、クラスや
学年をこえた生徒指導にかか
わることがあったら、関係職員
が書き込む。



Ⅴ 校内支援

【運用ルール】

※このルールは、学校にいる日に適用されます。

＜全般＞

1．職員は出勤後ただちに、情報共有のためにパソコンの電源を入
れ、○○中グループウェアを立ち上げ、ＩＤとパスワードを入力して
ログインする。（情報推進委員は電源ＯＮを確認する）

2 ．全職員は、気付いたときに観察記録にコメントを書き込む。

3．担任は、週２回程度は、自分のクラスの個人シートを確認する。

4．書き込みの少ない生徒については、対象生徒を重点的に記入す
る日時を設け、コメントの書き込みができるようにする。 （学年会
等の後など）

5 ．生徒指導主事は、生徒指導委員会の資料・会議録を、会議終了
後、「生徒指導関係キャビネット」（ファイル等を保存して全職員で
共有できる）の中に保存する。職員は、生徒指導主事からの報告
後、生徒指導関係シートを参照する。

6．全体の生徒指導にかかわることや共通理解を図りたいことは、生
徒指導関係シートの「生徒指導日誌」に、直接関係する職員が書き
込みをする。

7．特別活動の記録等の編集・追加については、原則的に、係・委員
会名等の決定や各種大会終了後、及び検定等の結果発表後、２
週間以内に次の担当者が行う。

９月中旬、情報推進委員（校長、教頭、教務主任、
情報主任、各学年担当、長期研修員）による「ＭＹ
レコード」活用推進のための会議を実施した。
運用ルールの内容の検討や、ルールと活用例を盛

り込んだ、「ＭＹレコード活用の手引き」を作成す
ることが話し合われた。

２ 情報推進委員会

10月上旬、情報推進員による学年別操作体験を実施した。主に「活動記録」「観察記録」の書き込み
や参照方法を学年単位で体験した。特に「活動記録」は、「特別活動・部品集」を活用してデータの追
加や編集を行った。

10月下旬～11月下旬、職員がコンピュータ操作がわからないとき、情報推進委員が
適宜個別に支援を行った。操作でつまずいたときなど、個別にその場で対応できるの
で、「役に立った」「よく分かった」という感想がほとんどであった。

３ 学年別操作体験

○少人数なので、具体的で分かりやすかった。
○パソコンを前にして、操作方法など気軽に質問できたのでよかった。
○個人シートへの書き込みの方法が、よく分かった。
○操作方法がよく分かって、すぐに使えるようになった。
○「特別活動・部品集」は、大会名称などが統一され、データをコピー
できるので便利である。

体験後の主な感想

４ 個別支援

＜内容＞
・グループウェア（NetCommons）を活用した生
徒理解を支援するための生徒情報の共有につ
いての説明。

・「ＭＹレコード」の仕組みの具体的な説明。
・「ＭＹレコード操作マニュアル」を活用した
簡単な操作体験（生徒の様子の入力など）。

○多くの活動記録などの情報が、一元化さ
れる。

○生徒の様子をメール感覚でコメントできる。

○名前・顔写真・活動記録が一つのシート
の中にあるので、生徒のことがよく分かる。

○生徒の様子などの観察記録が蓄積され
るので通知票所見などに役立つ。

研修後の主な感想

協力校にグループウェアを導入したコンピュータの設置後、８月に全職員に対し校内研修を実施した。

１ 校内研修（全体）

（抜粋）

「特別活動・部品集」とは、表
計算ソフトを活用して作成したも
ので、係・委員会名や行事名、
その他多くの大会やその結果
等の正式名称が種類別に一覧
になっているものである。

運用ルールは、「全般」・
「セキュリティ関係」・「その他
（機器のトラブル等の対応）」
の３つで構成されている。



Ⅵ まとめ

協力校において、「ＭＹレコード」導入前と活用後の職員の意識の変化を把握するために、実践後
にアンケート調査や聞き取り調査を行い、19人の回答を得た。

「ＭＹレコード」の情報共有の有効性 校内支援について

情報推進委員会を組織し、校内研修(全体)、学年別
操作体験、個別支援と、段階的に校内支援を行ったが、
これについては、それぞれ「役に立った」と回答した
職員は90％をこえた。
「ＭＹレコード」の活用状況を把握するために、月

ごとに全職員のログイン回数・アクセス回数それぞれ
の総数を調べた。

○グループウェアを活用して、生徒の活動記録や観
察記録をデータベース化した「ＭＹレコード」を作
成し、生徒情報の共有ができた。

○校内研修・操作体験などの校内支援によって「Ｍ
Ｙレコード」活用が促進され、生徒理解を支援す
るための情報共有を推進することができた。

○「ＭＹレコード」の活用を通して、職員間の情報
交換が密になった。

Ⅶ 成果と課題

１ 成果

○「ＭＹレコード」活用の意識に差があるので、校内研
修の年間計画に位置づけたり、「朝の打ち合わせ」な
どの活用を視野にいれたりして、必要性を高める工夫を
する。

○通知票や調査書などの表簿類と連動するシステムの
構築をする必要がある。

○観察記録の書き込み状況を把握し、入力の差を今後
の生徒指導に生かす。

２ 課題

問い合わせ先 群馬県総合教育センター
担当係：教育情報推進係 ０２７０－２６－９２１５ （直通）

どの設問も100％の職員が「思う・やや思う」と回答している。

「ＭＹレコード」導入後の職員の変容

○「ＭＹレコード」の参照をきっかけに、以前より職員間の情報交
換が密になった。

○生徒に関する情報の量が増えた。

「以前より職員間の情報交換が密になった」、「生
徒に関する情報の量が増えた」の質問に対して「あて
はまる」と「ややあてはまる」を合わせると、共にほ
ぼ100％になった。
「生徒をよく見る習慣がついてきた」の質問に対し

て、「あてはまる」と「ややあてはまる」を合わせる
と、74％になった。「あまりあてはまらない」と回答
した職員に対して聞き取り調査をしたところ、以前か
ら観察記録をメモしていたり、積極的に多くの生徒と
対話したりして、すでに生徒をよく見る習慣が身に付
いていたためであることが分かった。

全職員のログイン回数とアクセス回数

校内研修（全体）後、９月は、アク
セス回数とログイン回数ともに減少
した。しかし、10月上旬に実施した

学年別操作体験と、管理職のリー
ダーシップに基づいた職員会議で
の意識統一が図られたことにより、
10、11月は大幅に増加した。

○情報が一元化され、全職員で参照できる。

○多くの職員からの視点でコメントされるので、多面的・客観的
な情報が得られる。

○他学年の生徒の様子や、指導の様子などがわかる。

○生徒をよく見る習慣がついてきた。

生徒理解を支援するための情報共有を推
進することができた


